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はじめに

リパライン語を学ぼうとするみなさんに向けて、従来の教科書の項目から基本的なリパ

ライン語を操るのに必要な最小限の文法事項を抽出したテキストを作りました。シャリ

ヤやエレーナたちの会話の中で用いられる表現に触れながら、リパライン語の魅力に親し

んでいきましょう。

いろいろなリパライン語

リパライン語は、リパラオネ人たちの間で用いられる言語です。更にファルトクノアや

デュイン地域をはじめとするさまざまな領域・世界に広まっている言語でもあり、発音

差や方言などが豊富に存在します。本書ではその中でも標準語とされているフェーユ方

言に基づいて学んでいきます。

また、現代リパライン語では、文語と口語という二つの文体が存在します。口語はいわ

ゆる話し言葉と言われるもので、格接辞の省略や単語の遣い方などが比較的自由であり、

少しくだけていると捉えられることもあります。それに対し文語は書き言葉といわれる、

公文書や新聞などに用いられ、口語に比べると省略や語順に制限があるなどの違いがあ

ります。

本書では口語を基本としつつ、よく見られる文語表現や注意点を紹介することを目標と

します。
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文字と読み方

p /p/ ペー n /n/ ネー i /i/ イー 1 1

F /ɸ/ ふぇー r /:/ れー y /y/ シェノネン・ウー 2 2

f /f/ フェー l /l/ レー u /u/ ウー 3 3

t /t/ テー j /j/ イェー o /o/ オー 4 4

c /s/ セー w /w/ ウェー e /e/ エー 5 5

x /ʃ/ シェー b /b/ メー a /a/ アー 6 6

k /k/ ケー V /β/ ゔぇー , 読点 7 7

q /kw/ クェー v /v/ ヴェー . 句点 8 8

h /h/ ヘー d /d/ デー ! 感嘆符 9 9
R /r/ れー s /z/ ゼー ? 疑問符 0 0
z /ts/ ツェー g /g/ ゲー ' アポストロフィ

m /m/ メー X /ʒ/ ジェー ´ アポストロフィ

1 母音字

リパライン語には i, y, u, o, e, aの 6つの母音字が存在します。
i u o e a：対応するローマ字と同じように発音します。

y：舌を下あご側の前歯の裏につけながら、口をすぼめて [ウ]と発音します。

2 子音字

ペアになっている子音

無声子音 : p F f t c k

有声子音 : b V v d s g

ペアをつくらない子音

無声子音 : x h 有声子音 : q R m n r l j w X

息だけでなく声も一緒にでる子音を有声子音と呼びます。発音しながらのどに触ると、

声帯が震えているのがわかります。

3 記号類

'および’は音声上の区切りを示します。8や 9で述べる規則などによる発音の変化が起

こらないように、区切って読むことを明示します。
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4 注意が必要な文字

rと Rは手書きされる際には区別されず同じ字で書かれることがあります。

本書では、より普及している書式に従い二つを区別せずともに rで書くこととします。

fと F、および vとVは明確に区別されます。f、vが下唇を軽く噛んで発音する

(英語の f、vと同じ)のに対し、FとVは唇をかまずに唇の間から息を出すように発音

されます。

cはサ行の音を表します。

sはザ行の音を表します。後ろに母音がない場合は cと同じ無声音になります。

xはシャ行の音です。ロシア語のшのようにそり舌で発音しますが、英語や日本語と
同じように発音する場合もあります。Xはxの有声音です。

qは一文字でクヮという感じの音を表します。

Rは巻き舌のら行の音を表します。lと区別できるようにしましょう。

zはツァ行の子音です。

nはナ行の音ですが、母音字の後に来たときにも [ヌ]と発音します。日本語のように

[ン]と読まないようにしましょう。

rは Rと異なり、単体での音をもたず、直前の母音を長く発音することを示します。

jはヤ行の子音を表します。

5 二重子音

古典リパライン語時代から引き継がれたり音韻的変遷を経たりして現代に残された、複

数の子音で一つの音を表すいくつかの綴りが存在します。

phは pかfのどちらかから、話者が好きな方を選択することができます。

ts, shは、それぞれ z, xに対応します。

ngは、鼻音化した gを示します。「やかん」の [ン]と同じ音です。

chは、チャ行の音を表します。

thは英語の thと同じく舌を軽くかんで発音する無声音です。有声音が dhです。

khは、寒くてかじかんだ手を温めるように発音するハ行の音を表します。

Rlは英語の rと同じように接近音で発音します。

rlは、直前の子音を長く発音してから lと発音するか、Rlと同じように発音するかを

話者が好きな方を選択できます。

6 三重子音

Rkhは、ドイツ語やフランス語の rのようにのどを震わせるラ行の音です。
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7 強弱子音と軟子音

リパライン語の母音は強母音と弱母音の二つに分けられます。強母音は a, e, oの 3つ
で、弱子音は i, y, uの 3つです。また、軟子音というものも存在し、これはx, X, sh,

chの 4つを指します。

iの後に母音が来るとき、iは jの音になります。

iulo [ユロ] 　 iavnav [ヤヴナヴ]

yの後に母音が来た場合、yが口をすぼめた jの音になることがあります。

etulyo [エトゥリュオ] 　 yuesleone [ユエスレオネ]

uの後に母音が来た場合、uが wの音になることがあります。

tuan [トゥアン] 　 luo [ルォ]

jの前後共に母音が来ない場合は、iで発音されます。

arteldarlj [アーテルダーリ] 　 zpenernj[ツペネーニ]

母音の後に i, uが来て、(間に'が入っても良い)その後に rが来ない場合は j, wに変

わって発音する場合があります。ただし、iu, yuの uは wの音にはなりません。

lajnef [ライネフ] 　 paltau [パルタウ]

軟子音のあとに i＋母音字が来ると iが発音されない場合があります。

duxien [ドゥシェン] 　 pyshien [ピュシェン]

軟子音または jの後ろに来た yは uで発音されます。

xyr [シュー] 　 ijyr [イユー]

8 その他の発音規則

'と cxの綴りが文章の中に見られることは比較的多いため、これらに関する規則は重

要といえます。

'が弱母音の後ろにつくときは、その弱母音は半母音化せず分けて発音されます。

Kertni'ar [ケートニアー]～ kertniar [ケートニャー]

fi'anxa [フィアンシャ]～fianxa [フャンシャ]

sjの発音には、siと ciの二種類が認められています。ただし、直後に母音が来ない

ときは必ず siの発音となります。

sjuelun [スュェルン /ズュェルン] 　 lursjR [ルーズィル]

tz, sx, dX, tth, ddhは z, x, X, th, dhの促音で読みます。

josxe [ヨッシェ] 　 anfeyatz [アンフェヤッツ]

ただし、cxはxの促音ではありません。

licxa [リスシャ] 　 -bacx [バスシュ]
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9 アクセント

リパライン語のアクセントは一般には英語と同じ強弱アクセントとされており、

単語に音節が一つだけのとき :その母音

単語に音節が二つ以上あり長母音がないとき :後ろから二つ目の母音

単語に長母音があるとき :最初の長母音

にアクセントが置かれることとなっています。

niv [ニヴ] 　 cene [セネ] 　 lineparine [リネパーイネ]

10 イントネーション

特に強調する部分のない平叙文 (疑問文や感嘆文でない「普通の」文)は、英語などと

同様に平坦に読み、文末がやや下がります。疑問文では、文末が高くなって尻上がりに

なるように読まれます。

mi es xalija. fqa'd marl es retla?

11 その他

リパーシェには大文字小文字という概念がなく、文頭や固有名詞の語頭もすべて同じ

ように書かれます (ただしラテン字転写された状態では見やすさのために文頭などが大文

字にされることがあります)。

リパライン語は、英語の SVOのような固定した文型がなく、語順の自由度が比較的高
いという特徴が見られます。これを可能にしている仕組みは後に述べますが、今は「語

順にいろんなパターンがある」ということを頭に入れて慣れることに専念してください。

練習問題

1) mal, aj, fal, ler, pa, elx, xel, leX

2) lyjot, diepoj, oniex, panqa, xace, sysnul

3) larta, pernel, lirf, xarzni'ar, werlfurp, lkurf, yrgokk
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1 第 1課 -1te laesnifo-

mi es xalija. Mi es lipalain.

— salarua!
— salarua, elernasti.

ci es elerna. Ci es mena.

— xalijasti, co es vynut?
— ja, xace.

1-1 人称代名詞

人称の違いを表す代名詞です。一人称は話し手、二人称は聞き手、三人称は会話に参加

していない人やものを指します。四人称はリパライン語においては「全て」や「みんな」

を表します。物称は直称代名詞とも呼ばれ、直接指さしすることができるものや場所に使

います。文脈で使う「それ」や「あれ」は文脈指示を用います。

一人称 mi

二人称 co, zi

三人称 si, ci, ni

四人称 als

物称 fqa, fgir

文脈指示 la lex, ny la lex

二人称は、通常は coが用いられます。相手が話を聞いていないと思われる場合や、改

まって相手に敬意を表す場合には ziを使います。

三人称の si, ci, niはそれぞれ「彼」「彼女」「(性別を指定しない)その人」に対

応します。

物称のfqa, fgirはそれぞれ「これ、それ」「あれ」に対応します。距離が近けれ

ばfqaを、遠ければfgirを使います。

文脈指示の la lexはリパライン語の主要な特徴の一つともいえる代名詞で、話し言

葉書き言葉ともに非常によく用いられる表現です。例えば「卵焼き作れる？」「うう

ん、あれ難しいよね」の「あれ」などは話の中に出てきたものなのでfqa, fgirでは

なく la lexで受けます。

ny la lexは指す範囲がそれより前でなく後ろになったもので、たとえば「彼はこ

ういった。進軍せよと」の「こう」などに用いられます。
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1-2 コピュラ動詞 es

コピュラ動詞というのは英語の be動詞にあたるもので、A es B.で「Aは Bである」と
いう文を作ることができます。Bには形容詞や名詞が入ることができます。
co es xorlnem.　君は美しい。　 si es vefisaiter.　彼はヴェフィス人だ。

1-3 呼格

リパライン語で何かに呼びかけるときは、名詞を呼格に変えて呼びます。呼格は名詞の

後ろに呼格語尾 -stiをつけて作ります。

xalija　シャリヤ (人名)～xalijasti　シャリヤよ

1-4 平叙疑問文

「はい」「いいえ」で答えられる質問を平叙疑問文といいます。質問に対して肯定すると

きは jaを、否定するときは nivを用います。

fqa es cirla? — niv, fqa es nisa.　これは本当か？—いいえ、誤りです。

1-5 挨拶表現

比較的頻繁に用いられる表現の例を以下に挙げます。

salarua.　こんにちは

xace.　ありがとう

nace.　ごめんなさい

als es niv.　どういたしまして

fasta la pesta.　また後で

liqka'l tydiest.　おやすみなさい

このうち、最もよく使われるのが salaruaで、昼夜を問わず使えるほか出会った時

にも別れる時にも使うことができます。親しい間柄ではくだけた言い方である salarも

よく用いられます。より丁寧にしたい場合は表現の後に luを言うとよいでしょう。

この課の単語

xalija　シャリヤ (人名) lipalain　リパラオネ人

elerna　エレーナ (人名) mena　友人

vynut　良い、 大丈夫だ xorlnem　美しい

vefisaiter　ヴェフィス人 cirla　真実

nisa　嘘、 誤り
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2 第 2課 -2te laesnifo-

no io elerna mol fal mi'd snutok.

— xalijasti, metista fqa es mi'd kranteerl tirne?

— cirla? ……nace, mi nix ly.

— als es niv. als larta nix.

— xace, elernasti.

— ja, lecu fix'onem manicoma etexy.

— vynut!

2-1 fal, io

この二つの単語は、名詞の前後に置かれることで《場所》や《時間》などを表しま

す。他にも《方法》や《対象》を表すこともあるなど示す意味が非常に広い表現なの

で、文脈から適切に訳しましょう。

falが前置詞で、ioが後置詞です。一般的な現代リパライン語においては、動詞の前

では後置詞が、動詞の後では前置詞が用いられやすい傾向にあります。

fal sysnul 　今日に　 fgir io 　あそこで　 fal fontles 　最初に

2-2 存在動詞 mol

存在動詞とは「～がある /～にある」を意味する動詞です。単独でも用いられるほか、

次に述べるfal/ioと合わせることも非常に頻繁に行われます。

esのようにコピュラとして使うことは出来ず、また esを存在動詞として使うことも

できません。これらの使い分けはリパライン語に慣れないうちは間違えやすいので注意

しましょう。

dijyk mol fal fqa.　ここにリンゴがあります。

si mol fal makati'd kestene　彼は
まかてぃ

天神大学に在学している。

2-3 相位詞

リパライン語には相位詞という品詞があり、主に文末に置かれることで文に細かなニュ

アンスを加えることができます。今は使われなくなったものや新しく生まれたものなど

非常に多く存在し、よく見られるものには、丁寧さを表す lu、推測や伝聞を表す ly、同意

を求める lys、依頼を示す plaxなどがあります。

zi tilien xei lu?　チェックインはお済みでしょうか？

amcol snierur do!　飯を寄こせ！
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2-4 属格

名詞に -'dをつけることで、「～の」という意味を表すことができます。

mi'd ferlk es felirca.　私の名前はフェリーサです。

fqa'd oniex es vynut.　このパンはおいしい。

数や地名も、そのままつなげるのではなく属格で修飾することで表現します。修飾す

る属格名詞は英語や日本語と同じように、修飾される名詞の前につけます。

ci mol fal 4'd desal.　彼女は 4階にいる。
fqa io yuesleone'd fankas.　ユエスレオネ連邦はここにある。

2-5 勧誘の助動詞 lecu

lecuを文頭に置くことで「～しよう」と誘う意味を表すことができます。上の例文で

エレーナが言っているように主語を省くことも可能です。

lecu miss knloan nostus.　 (私たちは)昼ごはんを食べよう。

この課の単語

no　今 snutok　部屋

metista　たぶん kranteerl　本

tirne　～かしら (女性用の疑問相位詞) nix　間違える

ly　～かもしれない (相位詞) als　すべての、 あらゆる

larta　人 fix'onem　遊ぶ

manicoma　マニソマ (ラネーメの遊戯) etexy　～とか、 など (後置詞)

sysnul　今日 fontles　最初

dyjuk　リンゴ makati　マカティ (アイル共和国の首都)

kestine　大学 tilien　終える、 仕上げる

xei　ログイン、 チェックイン amcol　渡す

snierur　食事 do　男性用の相位詞

felirca　フェリーサ (人名) oniex　パン

desal　階、 フロア yuesleone　ユエスレオネ

fankas　連邦 knloan　食べる、 飲む

nostus　昼食
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3 第 3課 -3te laesnifo-

— salarua, xalijasti!

— ar, cenesti. salarua.

si es jazugasaki.cen. si es waxundeener.

— harmie co letix?

— fqasti? fqass es banerdex. co nili baneart?

— niv, mi lirf la lex!

— firlex, mi jujojes la lex ad bal.

— xace!

3-1 緩衝音

これまで呼格辞 -stiや属格接辞 -'dで行ってきたように、リパライン語では単語に

接辞を付ける作業が欠かせません。このとき、母音どうしが連続したり子音が連続した

りすることがあります。

例えば、dijykに属格辞 -'dをそのまま付けると dijyk'dになりますが、子音

である kと dが連続するため、緩衝母音 -u-を 2つの間に入れることがあります (必須

ではありません)。この緩衝音は、後述するクラスによって決定されます。

3-2 クラス

クラスは、単語の緩衝音を決定するための概念です。

最終音節の母音 クラス名 緩衝母音 緩衝子音

a(r), o(r) 紅クラス -a- -v-

i(r), e(r) 蒼クラス -e- -rg-

u(r) 烏クラス -u- -m-

y(r) 葵クラス -i- -l-

クラスは語形で機械的に決まります。例えば lyjotであれば最終音節は -jotであ

り、その母音は oのため、lyjotは紅クラスの単語となります。同様に、lineparine

は蒼クラス、liestuは烏クラス、nyeyは葵クラスとなります。

緩衝音は、リパライン語を理解するうえで最も重要になってくる要素の一つです。リ

パライン語では様々な接辞で派生語が作られますが、緩衝音の存在を頭に留めておかな

ければ語素に正しく分解することができません。まずは、数が多く出現頻度の高い紅クラ

スと蒼クラスから覚えるとよいでしょう。
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3-3 接尾辞 -ss

リパライン語の名詞は単数と複数を区別しませんが、接尾辞 -ssを付けることで多数

性を明示することができます。

litarlenerfe kidestess josnyn.　無数の虫がわく。

3-4 接続詞 ad, adit

2つのものの並列を表すときには adを、3つ以上のときは aditを使います。

mi xlais lersene ad kutyv.　私はお菓子とコーヒーを注文する。

stafiort io mol jynut adit tox, tydiv.　箱の中には本とペンと紙がある。

3-5 疑問詞を使った疑問文

リパライン語にも、「何」や「どこ」をたずねる疑問詞が存在します。

harmie　何 harmoe　いつ harmue　どこ

harmae　誰 harmy　なぜ　 hame　どのような

疑問詞は文頭に置かれ、その後はたずねたいところを抜いて文を続けます。

harmy co mol fal fgir?　なぜ君はあそこにいたの？

harmoe si sulaun?　彼はいつ寝ているの？

この課の単語

ar　ああ (間投詞) cen　
せん

翠(人名)

waxundeener　異世界人 letix　持つ

banerdex　どんぐり nili　嫌う

baneart　バネアート (お菓子の一種) lirf　好む、 愛する

firlex　理解する firlex,　なるほど (間投詞)

jujojes　料理する bal　お茶

lyjot　文字 lineparine　リパライン語

liestu　時間 nyey　小説

litarlenerfe　無数の kidest　虫

xlais　注文する、 命令する lersene　お菓子

kutyv　コーヒー stafiort　箱

jynut　本、 書籍 tox　ペン

tydiv　紙 sulaun　寝る
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4 練習問題

練習問題 1

1.リパライン語に訳しましょう。

1)彼は学生だ。: (　　) es kestine'a.　 2)私は病気だ。: (　　) es iskyten.

2.リパライン語に訳しましょう。

1)私は医者だ。: mi (　　) lankirler.　 2)彼女は教師か？ : ci (　　) kantier?

3. ()内の単語を呼格にしましょう。

1) mili, (felirca)?　　　　 2) salarua, (sapper).　　　　 3) jei, (co)!

練習問題 2

1.かっこ内の単語を使ってリパライン語に訳しましょう。

1)あそこに誰かいます。： (mol, fgir, Fasfa, fal)

2)彼は今家にいる。： (io, dystis, no, fal, si)

3)川の中に石がある。： (ezost, toxa, mol, fal)

4)冬にはここは寒くなる。： (vyrle, xilnar, is, fal, fqa)

2.かっこ内の単語を使って (必要な時は活用させて)、リパライン語に訳しましょう。

1)彼女は 16歳です。： (es, 16, ci, larva)

2)私はパンを二つ持っている。： (mi, qa, letix, oniex)

3) 100レジュ紙幣が三枚ある。： (letix, 3, leX, mi, jexerRt, 100)

3.かっこ内の単語を使って (必要な時は活用させて)、リパライン語に訳しましょう。

1)ユーゴック語の本を読もう。： (akranti, akRantierl, yrgokk, lecu)

2)この人を探そう。： (larta, melfert, lecu, fqa)

3)家で寝よう。： (lecu, dystis, sulaun, fal)

練習問題 3

かっこ内の単語を使って (必要な時は活用させて)、リパライン語に訳しましょう。

1)人々はなぜ生きるの？： (niejod, harmy, larta) ?

2)彼女はいつここに来ますか？： (ci, fal, klie, harmoe, fqa) ?

3)あなたは今どこで何をしていますか？： (co, harmue, fal, harmie, es, no) ?
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